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(57)【要約】
【課題】パネルに入力される信号のスルーレートを改善
し電流消費を低減することのできる薄膜トランジスタ型
液晶表示装置のソースドライバーの出力回路を提供する
。
【解決手段】ソースドライバーの出力回路は、第１ない
し第ｎ電圧発生装置と、第１ないし第ｎスイッチ部と、
第１ないし第ｎサブスイッチ部及び電圧発生部とを備え
ることを特徴とする。第１ないし第ｎ電圧発生装置は、
対応する第１ないし第ｎ入力電圧を受信して第１ないし
第ｎサブ入力電圧を発生させる。第１ないし第ｎスイッ
チ部は、前記第１ないし第ｎサブ入力電圧を、対応する
第１ないし第ｎ電圧出力部に出力したり遮断したりする
。第１ないし第ｎサブスイッチ部は、所定のシェアーラ
インを前記第１ないし第ｎ電圧出力部に接続したり遮断
したりする。電圧発生部は、所定の第１及び第２電圧を
受信して前記シェアーラインに所定のプリチャージ電圧
を印加する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対応する第１ないし第ｎ入力電圧を受信して第１ないし第ｎサブ入力電圧を発生させる
第１ないし第ｎ（ｎは偶数の自然数）電圧発生装置と、前記第１ないし第ｎサブ入力電圧
を、対応する第１ないし第ｎ電圧出力部の電圧として出力するかまたは遮断する第１ない
し第ｎスイッチ部と、第１及び第２シェアーラインと、前記第１及び第２シェアーライン
のいずれかを、前記第１ないし第ｎ電圧出力部に接続または遮断する第１ないし第ｎサブ
スイッチ部と、所定の第１及び第２電圧を受信して前記シェアーラインの中第１シェアー
ラインに前記第１電圧を印加するとともに第２シェアーラインに前記第２電圧を印加する
電圧発生部とを備え、
　前記第１ないし第ｎサブスイッチ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部が非活性化され
る際に活性化され、
　前記第１ないし第ｎサブスイッチ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部が活性化される
際に非活性化され、
　前記第１ないし第ｎサブ入力電圧は、それぞれ前記第１ないし第ｎ入力電圧に同一なレ
ベルの電圧であり、
　前記第ｎ電圧出力部の電圧は、前記第１ないし第ｎスイッチ部が閉じているときは、前
記第１ないし第ｎサブ入力電圧と同一なレベルであり、前記第１ないし第ｎサブスイッチ
部が閉じているときは、前記第１ないし第ｎサブスイッチ部が接続されているシェアーラ
インの電圧と同一なレベルであり、
　前記電圧発生部は、前記第１電圧を受信し、第１プリチャージ電圧を発生させて第１シ
ェアーラインに印加する第１プリチャージ電圧発生部と、前記第２電圧を受信し、第２プ
リチャージ電圧を発生させて第２シェアーラインに印加する第２プリチャージ電圧発生部
とを備え、
　前記第１プリチャージ電圧発生部は、前記第１電圧を受信して第１サブ電圧を発生させ
る第１サブ電圧発生装置と、前記第１サブ電圧を前記第１プリチャージ電圧として出力ま
たは遮断する第１プリチャージスイッチ部を備え、
　前記第１プリチャージ電圧発生部は、前記第１プリチャージスイッチ部と前記第１シェ
アーラインとの第１ノードに所定の第１外部電圧が印加され、前記第１外部電圧は一定レ
ベルの電圧とされて外部から印加され、
　前記第１プリチャージ電圧は、前記第１外部電圧と前記第１電圧とのいずれか一方であ
り、
　前記第１サブ電圧は、前記第１電圧と同一なレベルであり、
　前記第１電圧は、一定の電圧レベルを有するか、又は前記第１ないし第ｎ入力電圧の中
、奇数番目の入力電圧の電圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベルが変わり、
　前記第２プリチャージ電圧発生部は、前記第２電圧を受信して第２サブ電圧を発生させ
る第２サブ電圧発生装置と、前記第２サブ電圧を前記第２プリチャージ電圧として出力ま
たは遮断する第２プリチャージスイッチ部を備え、
　前記第２プリチャージ電圧発生部は、前記第２プリチャージスイッチ部と前記第２シェ
アーラインとの間の第２ノードに所定の第２外部電圧が印加され、前記第２外部電圧は一
定レベルの電圧とされて外部から印加され、
　前記第２プリチャージ電圧は、前記第２外部電圧と前記第２電圧とのいずれか一方であ
り、
　前記第２サブ電圧は、前記第２電圧と同一なレベルであり、
　前記第２電圧は、一定の電圧レベルを有するか、又は前記第１ないし第ｎ入力電圧の中
、偶数番目の入力電圧の電圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベルが変わること
を特徴とする薄膜トランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項２】
　前記第１ないし第ｎ電圧出力部の中、奇数番目の電圧出力部は、奇数番目のサブスイッ
チを通じて前記シェアーラインの中第１シェアーラインに接続され、偶数番目の電圧出力
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部は、偶数番目のサブスイッチを通じて前記シェアーラインの中第２シェアーラインに接
続されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜トランジスタ型液晶表示装置のソースド
ライバー出力回路。
【請求項３】
　前記第１プリチャージスイッチ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部の中、奇数番目の
スイッチ部が非活性化されれば、活性化されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜ト
ランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項４】
　前記第１外部電圧は、前記第１プリチャージスイッチ部が非活性化されるときに、前記
奇数番目のサブスイッチに印加されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜トランジス
タ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項５】
　前記第１サブ電圧発生装置は、電圧フォロアの形式を有する増幅器であることを特徴と
する請求項１に記載の薄膜トランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項６】
　前記第２プリチャージスイッチ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部の中、偶数番目の
スイッチ部が非活性化されれば、活性化されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜ト
ランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項７】
　前記第２外部電圧は、前記第２プリチャージスイッチ部が非活性化されるときに、前記
偶数番目のサブスイッチに印加されることを特徴とする請求項１に記載の薄膜トランジス
タ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項８】
　前記第２サブ電圧発生装置は、電圧フォロアの形式を有する増幅器であることを特徴と
する請求項１に記載の薄膜トランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項９】
　対応する第１ないし第ｎ入力電圧を受信して第１ないし第ｎサブ入力電圧を発生させる
第１ないし第ｎ電圧発生装置と、前記第１ないし第ｎサブ入力電圧を、対応する第１ない
し第ｎ電圧出力部の電圧として出力するかまたは遮断する第１ないし第ｎスイッチ部と、
第１及び第２シェアーラインと、前記第１及び第２シェアーラインのいずれかを、前記第
１ないし第ｎ電圧出力部に接続または遮断する第１ないし第ｎサブスイッチ部とを備え、
　前記第１ないし第ｎサブスイッチ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部が非活性化され
る際に活性化され、
　前記第１ないし第ｎサブスイッチ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部が活性化される
際に非活性化され、
　前記第１ないし第ｎサブ入力電圧は、それぞれ前記第１ないし第ｎ入力電圧に同一なレ
ベルの電圧であり、
　前記第ｎ電圧出力部の電圧は、前記第１ないし第ｎスイッチ部が閉じているときは、前
記第１ないし第ｎサブ入力電圧と同一なレベルであり、前記第１ないし第ｎサブスイッチ
部が閉じているときは、前記第１ないし第ｎサブスイッチ部が接続されているシェアーラ
インの電圧と同一なレベルであり、
　前記電圧発生部は、前記第１電圧を受信し、第１プリチャージ電圧を発生させて第１シ
ェアーラインに印加する第１プリチャージ電圧発生部と、前記第２電圧を受信し、第２プ
リチャージ電圧を発生させて第２シェアーラインに印加する第２プリチャージ電圧発生部
とを備え、
　前記第１プリチャージ電圧発生部は、前記第１電圧を受信して第１サブ電圧を発生させ
る第１サブ電圧発生装置と、前記第１サブ電圧を前記第１プリチャージ電圧として出力ま
たは遮断する第１プリチャージスイッチ部を備え、
　前記第１プリチャージ電圧発生部は、前記第１プリチャージスイッチ部と前記第１シェ
アーラインとの第１ノードに所定の第１外部電圧が印加され、前記第１外部電圧は一定レ
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ベルの電圧とされて外部から印加され、
　前記第１プリチャージ電圧は、前記第１外部電圧と前記第１電圧とのいずれか一方であ
り、
　前記第１サブ電圧は、前記第１電圧と同一なレベルであり、
　前記第１電圧は、一定の電圧レベルを有するか、又は前記第１ないし第ｎ入力電圧の中
、奇数番目の入力電圧の電圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベルが変わり、
　前記第２プリチャージ電圧発生部は、前記第２電圧を受信して第２サブ電圧を発生させ
る第２サブ電圧発生装置と、前記第２サブ電圧を前記第２プリチャージ電圧として出力ま
たは遮断する第２プリチャージスイッチ部を備え、
　前記第２プリチャージ電圧発生部は、前記第２プリチャージスイッチ部と前記第２シェ
アーラインとの間の第２ノードに所定の第２外部電圧が印加され、前記第２外部電圧は一
定レベルの電圧とされて外部から印加され、
　前記第２プリチャージ電圧は、前記第２外部電圧と前記第２電圧とのいずれか一方であ
り、
　前記第２サブ電圧は、前記第２電圧と同一なレベルであり、
　前記第２電圧は、一定の電圧レベルを有するか、又は前記第１ないし第ｎ入力電圧の中
、偶数番目の入力電圧の電圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベルが変わること
を特徴とする薄膜トランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路。
【請求項１０】
　前記第１ないし第ｎ電圧出力部の中、奇数番目の電圧出力部は、前記第１シェアーライ
ンに接続され、偶数番目の電圧出力部は、前記第２シェアーラインに接続されることを特
徴とする請求項９に記載の薄膜トランジスタ型液晶表示装置のソースドライバー出力回路
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor;TFT）型液晶表示装置（LiquidCr
ystal Device;LCD）に係り、特にＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバーの出力回路に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ＴＦＴ型ＬＣＤのパネルを駆動するために、ＴＦＴ型ＬＣＤドライバーは、Ｔ
ＦＴのゲートライン（又はローライン[row line]という）を駆動するためのゲートドライ
バーと、ＴＦＴのソースライン（又はカラムライン[column line]という）を駆動するた
めのソースドライバーとを備えている。ゲートドライバーがＴＦＴ型ＬＣＤに高電圧を印
加してＴＦＴを活性化状態にすると、ソースドライバーは、色を表示するためのソース駆
動信号を各ソースラインに印加することによりＬＣＤに画面が表示される。
【０００３】
　図１は、通常のソースドライバーの出力回路を示す図面である。色を表示するためのソ
ース駆動信号をパネル（図示せず）に供給するためにソースドライバーの出力回路１００
は、入力電圧ＩＮＰ１を受信する。この際入力電圧ＩＮＰ１は、一度は高電圧に、さらに
一度は低電圧に入力される。即ち、所定の基準電圧を基準として一度は基準電圧より高電
圧に、さらに一度は基準電圧より低電圧に入力される。ソースドライバー出力回路１００
に入力された入力電圧ＩＮＰ１は、電圧発生装置１１０に印加される。電圧発生装置１１
０としては、普通、電圧フォロアが使用される。ソースドライバー出力回路１００に入力
される入力電圧ＩＮＰ１は、普通少ない電流量を有するため、電圧フォロア１１０を用い
て電圧レベルを同一に保ちながら、多い電流量を有する電圧に変換される。
【０００４】
　電圧フォロア１１０から出力された電圧は、スイッチ１２０を通過して電圧出力部ＯＵ
Ｔ１に出力される。この際、スイッチ１２０は、入力電圧ＩＮＰ１のレベルが変わる場合
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、一時的に入力電圧ＩＮＰ１を出力できないように非活性化される。入力電圧ＩＮＰ１の
レベルが急激に変われば、電圧出力部ＯＵＴ１における電圧のレベルも急激に変わる。こ
のような変化は、パネル（図示せず）に影響を及ぼして映像に雑音を発生させるか、ある
いは画面を揺動させる。このような雑音や映像の揺れを防止するために、スイッチ１２０
は、入力電圧ＩＮＰ１のレベルが変わる際に一時的に非活性化される。
【０００５】
　スイッチ１２０は、制御信号ＳＷ１をゲートに受信して活性化又は非活性化されるＰＭ
ＯＳトランジスタと、反転制御信号ＳＷＢ１とをゲートに受信して活性化又は非活性化さ
れるＮＭＯＳトランジスタとから構成される。
【０００６】
　図２は、図１のソースドライバー出力回路の動作を示すタイミング図である。入力電圧
ＩＮＰ１のレベルが変わる際に制御信号ＳＷ１もハイレベルに遷移する。制御信号ＳＷ１
がハイレベルである区間Ｈ－Ｚ間にスイッチ１２０が非活性化されるため、入力電圧ＩＮ
Ｐ１が電圧出力部ＯＵＴ１に出力されない。電圧出力部ＯＵＴ１における電圧の波形で斜
線になる部分は、高抵抗状態を示す。
【０００７】
　図３は、一つの電圧出力部ＯＵＴ１に接続されるＴＦＴ型ＬＣＤのパネルをモデリング
した図面である。パネル３００は、抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３とキャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ３
とから成るが、各々の抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３は、相異なる抵抗値を有し、各々のキャパシ
タＣ１，Ｃ２，Ｃ３も相異なるキャパシタンスを有する。
【０００８】
　パネル３００に入力された入力電圧ＩＮＰ１が相異なる抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３の抵抗値
とキャパシタンスとによりキャパシタＣ１，Ｃ２，Ｃ３に充電される。キャパシタＣ１，
Ｃ２，Ｃ３に充電される相異なる電荷量により色相が変わる。
【０００９】
　ところで、ＴＦＴ型ＬＣＤが当面抱える問題点の一つに消費電流を減少させることと早
いスルーレート（Slew Rate）を生み出すことが挙げられる。
【００１０】
　これを解決するために多数の方法が使用されている。その中一つが、一つのシェアーラ
イン（share line）を使用してスイッチ１２０が非活性化されている間にパネルに電荷を
配分する方法である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００３－２２８３５３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の目的は、ＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバーで消費される電流を減少させ、パ
ネルに入力される電圧のスルーレートを改善するソースドライバーの出力回路を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明の第１実施形態によるＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライ
バー出力回路は、第１ないし第ｎ電圧発生装置と、第１ないし第ｎスイッチ部と、第１な
いし第ｎサブスイッチ部及び電圧発生部とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　第１ないし第ｎ電圧発生装置は、対応する第１ないし第ｎ入力電圧を受信して第１ない
し第ｎサブ入力電圧を発生させる。第１ないし第ｎスイッチ部は、前記第１ないし第ｎサ
ブ入力電圧を、対応する第１ないし第ｎ電圧出力部の電圧として出力するか、または前記
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第１ないし第ｎサブ入力電圧を遮断する。第１ないし第ｎサブスイッチ部は、所定のシェ
アーラインを、前記第１ないし第ｎ電圧出力部に接続するか、または第１ないし第ｎ電圧
出力部から遮断する。電圧発生部は、所定の第１及び第２電圧を受信して前記シェアーラ
インに所定のプリチャージ電圧を印加する。
【００１５】
　望ましくは、前記第１ないし第ｎ電圧出力部の中、奇数番目の電圧出力部は、前記シェ
アーラインの中第１シェアーラインに接続され、偶数番目の電圧出力部は、前記シェアー
ラインの中第２シェアーラインに接続される。又前記シェアーラインは、二本のラインで
あることを特徴とする。
【００１６】
　より詳しく説明すれば、前記電圧発生部は、前記第１電圧を受信して第１プリチャージ
電圧を発生させ、第１シェアーラインに印加する第１プリチャージ電圧発生部及び前記第
２電圧を受信し第２プリチャージ電圧を発生させて第２シェアーラインに印加する第２プ
リチャージ電圧発生部を備える。
【００１７】
　前記第１プリチャージ電圧発生部は、前記第１電圧を受信して第１サブ電圧を発生させ
る第１サブ電圧発生装置及び前記第１サブ電圧を前記第１プリチャージ電圧として出力す
るかまたは遮断する第１プリチャージスイッチ部を備える。前記第１プリチャージスイッ
チ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部の中、奇数番目のスイッチ部が非活性化される際
に活性化される。
【００１８】
　前記第１プリチャージ電圧発生部は、前記第１プリチャージスイッチ部と前記第１シェ
アーラインとの第１ノードで所定の第１外部電圧が印加され、前記第１外部電圧は、一定
レベルの電圧とされて、外部から印加される。前記第１外部電圧は、前記第１プリチャー
ジスイッチ部が非活性化される場合に印加されることを特徴とする。
【００１９】
　前記第１サブ電圧発生装置は、電圧フォロアの形式を有する増幅器であり、前記第１電
圧が一定の電圧レベルを有するように構成されるか、又は前記第１ないし第ｎ入力電圧の
中、奇数番目の入力電圧の電圧レベルが変わることに応答して一緒に電圧レベルが変化さ
せられるように構成されることを特徴とする。
【００２０】
　前記第２プリチャージ電圧発生部は、前記第２電圧を受信して第２サブ電圧を発生させ
る第２サブ電圧発生装置及び前記第２サブ電圧を前記第２プリチャージ電圧として出力す
るかまたは遮断する第２プリチャージスイッチ部を備える。前記第２プリチャージスイッ
チ部は、前記第１ないし第ｎスイッチ部の中、偶数番目のスイッチ部が非活性化される際
に活性化されることを特徴とする。
【００２１】
　前記第２プリチャージ電圧発生部は、前記第２プリチャージスイッチ部と前記第２シェ
アーラインとの第２ノードで所定の第２外部電圧が印加され、前記第２外部電圧は、一定
レベルの電圧とされて、外部から印加されることを特徴とする。前記第２外部電圧は、前
記第２プリチャージスイッチ部が非活性化される際に印加される。前記第２サブ電圧発生
装置は、電圧フォロアの形式を有する増幅器である。前記第２電圧は、一定の電圧レベル
を有するものとされるか又は前記第１ないし第ｎ入力電圧の中、偶数番目の入力電圧の電
圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベルが変わるようになっていることを特徴と
し、前記第１ないし第ｎサブスイッチ部は、対応する前記第１ないし第ｎスイッチ部が非
活性化される際に活性化される。
【００２２】
　前記目的を達成するための本発明の第２実施形態によるＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライ
バー出力回路は、第１ないし第ｎ電圧発生装置と、第１ないし第ｎスイッチ部及び第１な
いし第ｎサブスイッチ部とを備えることを特徴とする。
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【００２３】
　第１ないし第ｎ電圧発生装置は、対応する第１ないし第ｎ入力電圧を受信して第１ない
し第ｎサブ入力電圧を発生させる。第１ないし第ｎスイッチ部は、前記第１ないし第ｎサ
ブ入力電圧を、対応する第１ないし第ｎ電圧出力部の電圧として出力するかまたは遮断す
る。第１ないし第ｎサブスイッチ部は、所定のシェアーラインを前記第１ないし第ｎ電圧
出力部に接続または遮断する。
【００２４】
　望ましくは、前記シェアーラインは、第１及び第２シェアーラインであることを特徴と
する。前記第１ないし第ｎ電圧出力部の中、奇数番目の電圧出力部は、前記第１シェアー
ラインに接続され、偶数番目の電圧出力部は、前記第２シェアーラインに接続される。
【００２５】
　前記第１シェアーラインは、所定の第１外部電圧が印加され、前記第１外部電圧は、一
定レベルの電圧とされて、外部から印加されることを特徴とする。前記第２シェアーライ
ンは、所定の第２外部電圧が印加され、前記第２外部電圧は、一定レベルの電圧とされて
、外部から印加されることを特徴とする。
【００２６】
　従って、本発明に係るＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバーの出力回路は、第１及び第２
電圧又は第１及び第２外部電圧によりソースドライバーからパネルに入力される信号のス
ルーレートを改善しソースドライバーでの電流消費を減少させる長所がある。
【発明の効果】
【００２７】
　前述したように、本発明に係るＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバーの出力回路は、第１
及び第２電圧又は第１及び第２外部電圧によって、ソースドライバーからパネルに入力さ
れる信号のスルーレートを改善し、ソースドライバーでの電流消費を減少させる長所があ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】従来のソースドライバーの出力回路を示す図である。
【図２】図１のソースドライバー出力回路の動作を示すタイミング図である。
【図３】一つの電圧出力部ＯＵＴ１に接続されるＴＦＴ型ＬＣＤのパネルを等回路で示す
図である。
【図４】本発明に係るソースドライバーの出力回路を示す図である。
【図５】図４の電圧発生部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明と本発明の動作上の利点及び本発明の実施により達成される目的を充分に理解す
るためには、本発明の望ましい実施形態を例示する添付図面及び図面に記載された内容を
参照しなければならない。以下、添付した図面を参照して本発明の望ましい実施形態を説
明することにより、本発明を詳細に説明する。各図面に提示された同一の参照符号は、同
一な部材を示す。
【００３０】
　図４は、本発明に係るソースドライバーの出力回路を示す図面である。図５は、図４の
電圧発生部を示した図面である。図４及び図５を参照すれば、本発明の第１実施形態によ
るソースドライバーの出力回路４００は、第１ないし第ｎ電圧発生装置４１０，４１１，
４１２，４１３～４１ｎ、第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎ、第１ない
し第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎ及び電圧発生部４２０を備えること
を特徴とする。
【００３１】
　第１ないし第ｎ電圧発生装置４１０，４１１，４１２，４１３～４１ｎは、対応する第
１ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎを受信して第１ないし第ｎサブ入力
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電圧ＩＮＰＳ１，ＩＮＰＳ２～ＩＮＰＳｎを発生させる。第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ
１，ＳＷ２～ＳＷｎは、第１ないし第ｎサブ入力電圧ＩＮＰＳ１，ＩＮＰＳ２～ＩＮＰＳ
ｎを、対応する第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎに出力したり、
あるいは遮断する。
【００３２】
　第１ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎは、所定のシェアーライ
ンＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を、第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵ
Ｔｎに接続するか、または遮断する。さらに説明すれば、第１ないし第ｎサブスイッチ部
ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎは、対応する第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～
ＳＷｎが非活性化される際に活性化される。
【００３３】
　シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２は、二本のラインであることを特徴とする
。第１ないし第ｎ電圧出力部の中、奇数番目の電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ３～ＯＵＴｎ
－１は、シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２の中の第１シェアーラインＳＨＡＲ
Ｅ１に接続され、偶数番目の電圧出力部ＯＵＴ２，ＯＵＴ４～ＯＵＴｎは、シェアーライ
ンＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２の中の第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２に接続される。
【００３４】
　電圧発生部４２０は、所定の第１及び第２電圧ＥＸＶ１，ＥＸＶ２を受信してシェアー
ラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２に所定のプリチャージ電圧ＰＣＶ１，ＰＣＶ２を印加
する。
【００３５】
　より詳細に説明すれば、電圧発生部４２０は、第１電圧ＥＸＶ１を受信し第１プリチャ
ージ電圧ＰＣＶ１を発生させて第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１に印加する第１プリチャ
ージ電圧発生部５１０及び前記第２電圧ＥＸＶ２を受信し第２プリチャージ電圧ＰＣＶ２
を発生させて第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２に印加する第２プリチャージ電圧発生部５
３０を備える。
【００３６】
　第１プリチャージ電圧発生部５１０は、前記第１電圧ＥＸＶ１を受信して第１サブ電圧
ＥＸＶＳ１を発生させる第１サブ電圧発生装置５２０及び前記第１サブ電圧ＥＸＶＳ１を
第１プリチャージ電圧ＰＣＶ１として出力するかまたは遮断する第１プリチャージスイッ
チ部ＥＳＷ１を備える。前記第１プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１は、第１ないし第ｎス
イッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎの中、奇数番目のスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ３～ＳＷｎ－
１が非活性化される際に活性化される。第１サブ電圧発生装置５２０は、電圧フォロアの
形式を有する増幅器であり、第１電圧ＥＸＶ１が一定の電圧レベルを有するものとされる
か又は第１ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎの中、奇数番目の入力電圧
ＩＮＰ１，ＩＮＰ３，～ＩＮＰｎ－１の電圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベ
ルが変わるものとされることを特徴とする。
【００３７】
　第１プリチャージ電圧発生部５１０は、第１プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１と第１シ
ェアーラインＳＨＡＲＥ１との第１ノードＮ１で所定の第１外部電圧ＥＸＩＮ１が印加さ
れ、第１外部電圧ＥＸＩＮ１は、一定レベルの電圧とされて外部から印加される。第１外
部電圧ＥＸＩＮ１は、第１プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１が非活性化される際に印加さ
れることを特徴とする。
【００３８】
　第２プリチャージ電圧発生部５３０は、第２電圧ＥＸＶ２を受信して第２サブ電圧ＥＸ
ＶＳ２を発生させる第２サブ電圧発生装置５４０及び前記第２サブ電圧ＥＸＶＳ２を第２
プリチャージ電圧ＰＣＶ２として出力するかまたは遮断する第２プリチャージスイッチ部
ＥＳＷ２を備える。第２サブ電圧発生装置５４０は、電圧フォロアの形式を有する増幅器
である。
【００３９】
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　第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ２は、第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～
ＳＷｎの中、偶数番目のスイッチ部ＳＷ２，ＳＷ４～ＳＷｎが非活性化される際に活性化
されることを特徴とする。
【００４０】
　第２プリチャージ電圧発生部５３０は、第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ２と第２シ
ェアーラインＳＨＡＲＥ２との第２ノードＮ２に所定の第２外部電圧ＥＸＩＮ２が印加さ
れ、第２外部電圧ＥＸＩＮ２は、一定レベルの電圧とされて、外部から印加されることを
特徴とする。第２外部電圧ＥＸＩＮ２は、第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ２が非活性
化される際に印加される。第２電圧ＥＸＶ２は、一定の電圧レベルを有するものとされる
か、又は第１ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２，～ＩＮＰｎの中、偶数番目の入力
電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４，～ＩＮＰｎの電圧レベルが変わることに応答して共に電圧レベ
ルが変わるものとされることを特徴とする。
【００４１】
　本発明の第２実施形態によるＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバー出力回路は、第１ない
し第ｎ電圧発生装置４１０，４１１，４１２，４１３～４１ｎと、第１ないし第ｎスイッ
チ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎ及び第１ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～Ｓ
ＷＳｎを備えることを特徴とする。
【００４２】
　第１ないし第ｎ電圧発生装置４１０，４１１，４１２，４１３～４１ｎは、対応する第
１ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎを受信して第１ないし第ｎサブ入力
電圧ＩＮＰＳ１，ＩＮＰＳ２～ＩＮＰＳｎを発生させる。第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ
１，ＳＷ２～ＳＷｎは、第１ないし第ｎサブ入力電圧ＩＮＰＳ１，ＩＮＰＳ２～ＩＮＰＳ
ｎを、対応する第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎとして出力する
か、あるいは遮断する。第１ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎは
、所定のシェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を、第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵ
Ｔ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎに接続するか、または遮断する。
【００４３】
　望ましくは、シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２は、二つの第１及び第２シェ
アーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を有していることを特徴とする。第１ないし第ｎ
電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎの中、奇数番目の電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ
３～ＯＵＴｎ－１は、第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１に接続され、偶数番目の電圧出力
部ＯＵＴ２，ＯＵＴ４～ＯＵＴｎは、第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２に接続される。
【００４４】
　第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１は、所定の第１外部電圧ＥＸＶ１が印加され、前記第
１外部電圧ＥＸＶ１は、一定レベルの電圧とされて外部から印加されることを特徴とする
。第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２は、所定の第２外部電圧ＥＸＶ２が印加され、第２外
部電圧ＥＸＶ２は、一定レベルの電圧とされて、外部から印加されることを特徴とする。
【００４５】
　以下、図４及び図５を参照して、本発明の第１実施形態によるＴＦＴ型ＬＣＤのソース
ドライバー出力回路４００の動作を詳細に説明する。
【００４６】
　普通のＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバーは、図４に示されたような電圧発生装置４１
０，４１１，４１２，４１３～４１ｎを３８４個、４０２個、４２０個、４８０個、５２
０個等といったように多数備えており、普通、パネルのサイズに従って、使用される電圧
発生装置の数が決定される。
【００４７】
　本発明の実施形態では、電圧発生装置として電圧フォロアが使用され、電圧フォロアは
、入力電圧と同一な電圧レベルを有し、電流量がより多い出力電圧を発生させることがで
きる利点を有する。
【００４８】



(10) JP 2009-104173 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

　電圧発生装置４１０，４１１，４１２，４１３～４１ｎは、ｎ個から構成され、スイッ
チ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎもｎ個から構成される。
【００４９】
　スイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが活性化される場合、電圧発生装置４１０，４１１
，４１２，４１３～４１ｎから出力されるサブ入力電圧ＩＮＰＳ１，ＩＮＰＳ２～ＩＮＰ
Ｓｎを電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎに発生させる。第１スイッチ部ＳＷ１は
、ゲートで第１制御信号Ｓ１を受信して活性化または非活性化されるＰＭＯＳトランジス
タ、及びゲートに反転第１制御信号ＳＢ１を受信して活性化または非活性化されるＮＭＯ
Ｓトランジスタから構成される。第１入力電圧ＩＮＰ１のレベルが急激に変わる時、第１
制御信号Ｓ１は、ハイレベルに形成され、第１スイッチ部ＳＷ１は、非活性化される。第
１入力電圧ＩＮＰ１のレベルが一定したレベルに維持されれば、第１制御信号Ｓ１は、ロ
ーレベルに形成され、第１スイッチ部ＳＷ１は、活性化され、従って第１サブ入力電圧Ｉ
ＮＰＳ１は、第１電圧出力部ＯＵＴ１に出力される。
【００５０】
　以上のような第１スイッチ部ＳＷ１の構成及び動作は、他の第２ないし第ｎスイッチ部
ＳＷ２，ＳＷ３～ＳＷｎにも同様に適用される。
【００５１】
　第１ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎは、シェアーラインＳＨ
ＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２と電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎとを接続する。第１
ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎは、第１ないし第ｎスイッチ部
ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが非活性化される際に活性化される。即ち、第１ないし第ｎスイ
ッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが非活性化されて入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎ
が電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎとして出力されない場合に、第１ないし第ｎ
サブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎが活性化されてシェアーラインＳＨＡＲＥ
１，ＳＨＡＲＥ２が電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎに接続される。
【００５２】
　第１ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎもサブ制御信号ＳＳ１，
ＳＳ２～ＳＳｎと反転サブ制御信号ＳＳＢ１，ＳＳＢ２～ＳＳＢｎにより制御されるＰＭ
ＯＳトランジスタとＮＭＯＳトランジスタとから構成される。
【００５３】
　入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎは、一度は高電圧レベルに、さらに一度は低電
圧レベルに入力される。又奇数番目の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１と偶数
番目の入力電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎは、電圧レベルが変わる順序が互いに反対
である。即ち、奇数番目の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１が高電圧レベルに
入力される時に偶数番目の入力電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎは、低電圧レベルに入
力される。従って、奇数番目の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１の電圧出力部
ＯＵＴ１，ＯＵＴ３～ＯＵＴｎ－１を一定の電圧レベルに充電されたシェアーラインＳＨ
ＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を用いて共通に接続し、奇数番目のスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ３～
ＳＷｎ－１が非活性化される場合に第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１に充電された電圧を
パネル（図示せず）に印加してパネルを一定の電圧レベルに充電させることができる。そ
して、再び奇数番目のスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ３～ＳＷｎ－１が活性化されれば奇数番目
の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１がパネル（図示せず）に印加されるが、こ
の際、パネル（図示せず）のキャパシタが一定の電圧レベルに充電されているため、パネ
ル（図示せず）を必要な程度に充電させて画面を表示する速度が速くなる。
【００５４】
　同様に、偶数番目の入力電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎの電圧出力部ＯＵＴ２，Ｏ
ＵＴ４～ＯＵＴｎを、一定の電圧レベルに充電された第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２を
用いて共通に接続し、偶数番目のスイッチ部ＳＷ２，ＳＷ４～ＳＷｎが非活性化状態にあ
る際に第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２によって充電された電圧をパネル（図示せず）に
印加して、パネルを一定の電圧レベルに充電させることができる。そして、再び偶数番目



(11) JP 2009-104173 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

のスイッチ部ＳＷ２，ＳＷ４～ＳＷｎが活性化されれば、偶数番目の入力電圧ＩＮＰ２，
ＩＮＰ４～ＩＮＰｎがパネル（図示せず）に印加されるが、この際パネル（図示せず）の
キャパシタが一定の電圧レベルに充電されているため、パネル（図示せず）を必要な程度
に充電させて画面を表示する速度が速くなる。
【００５５】
　本発明の実施形態では、奇数番目の電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ３～ＯＵＴｎ－１を共
通に接続する第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１と偶数番目の電圧出力部ＯＵＴ２，ＯＵＴ
４～ＯＵＴｎを共通に接続する第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２の２個のシェアーライン
ＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２が使用される。
【００５６】
　シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を一定の電圧に充電させるための電圧を供
給する電圧発生部４２０について説明する。
【００５７】
　電圧発生部４２０は、第１電圧ＥＸＶ１を受信して第１プリチャージ電圧ＰＣＶ１を発
生させ、第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１に印加する第１プリチャージ電圧発生部５１０
及び第２電圧ＥＸＶ２を受信し第２プリチャージ電圧ＰＣＶ２を発生させて第２シェアー
ラインＳＨＡＲＥ２に印加する第２プリチャージ電圧発生部５３０を備える。
【００５８】
　第１プリチャージ電圧発生部５１０及び第２プリチャージ電圧発生部５３０に印加され
る第１電圧ＥＸＶ１及び第２電圧ＥＸＶ２は、第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１及び第２
シェアーラインＳＨＡＲＥ２を一定の電圧レベルにするための電圧である。第１電圧ＥＸ
Ｖ１及び第２電圧ＥＸＶ２は、固定された一定の電圧にすることができる。この場合、第
１シェアーラインＳＨＡＲＥ１は、固定された第１電圧ＥＸＶ１の電圧レベルに固定され
、第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２は、固定された第２電圧ＥＸＶ２の電圧レベルに固定
される。
【００５９】
　又、第１電圧ＥＸＶ１は、変化する奇数番目の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ
－１の電圧レベルに応じて共に変化させることもできる。即ち、奇数番目の入力電圧ＩＮ
Ｐ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１が高電圧で出力されれば第１電圧ＥＸＶ１も奇数番目の入
力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１のレベルとは違う高電圧で入力され、奇数番目
の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１が低電圧で出力されれば第１電圧ＥＸＶ１
も奇数番目の入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１のレベルとは違う低電圧で入力
される。これにより、パネル（図示せず）のキャパシタが奇数番目の入力電圧ＩＮＰ１，
ＩＮＰ３～ＩＮＰｎ－１の電圧レベルが変わる程度で予め充電されるため、第１電圧ＥＸ
Ｖ１の電圧レベルを固定させるより画面を表示する速度がさらに早くなる。
【００６０】
　同様に、第２電圧ＥＸＶ２は、変化する偶数番目の入力電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮ
Ｐｎの電圧レベルに応じて共に変化させることもできる。即ち、偶数番目の入力電圧ＩＮ
Ｐ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎが高電圧で出力されれば第２電圧ＥＸＶ２も偶数番目の入力電
圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎのレベルとは違う高電圧で入力され偶数番目の入力電圧
ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎが低電圧で出力されれば第２電圧ＥＸＶ２も偶数番目の入
力電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎのレベルとは違う低電圧で入力される。これにより
、パネル（図示せず）のキャパシタが偶数番目の入力電圧ＩＮＰ２，ＩＮＰ４～ＩＮＰｎ
の電圧レベルが変わる程度で予め充電されるため、第２電圧ＥＸＶ２の電圧レベルを固定
させるより画面を表示する速度がより速くなる。
【００６１】
　第１サブ電圧発生装置５２０及び第２サブ電圧発生装置５４０は、電圧フォロアの形式
を有する増幅器である。
【００６２】
　第１及び第２サブ電圧ＥＸＶＳ１，ＥＸＶＳ２は、第１及び第２プリチャージスイッチ
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部ＥＳＷ１，ＥＳＷ２により各々第１及び第２シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ
２に伝達される。第１及び第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１，ＥＳＷ２の構成は、第
１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎや第１ないし第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ
１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎと同一である。
【００６３】
　プリチャージスイッチ制御信号ＥＳ１，ＥＳ２及び反転プリチャージスイッチ制御信号
ＥＳＢ１，ＥＳＢ２は、プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１，ＥＳＷ２のＰＭＯＳトランジ
スタとＮＭＯＳトランジスタとを活性化又は非活性化させる信号である。第１プリチャー
ジスイッチ部ＥＳＷ１は、第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎの中、奇数
番目のスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ３～ＳＷｎ－１が非活性化される際に活性化される。第２
プリチャージスイッチ部ＥＳＷ２は、第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎ
の中、偶数番目のスイッチ部ＳＷ２，ＳＷ４～ＳＷｎが非活性化される際に活性化される
。従って、プリチャージスイッチ制御信号ＥＳＢ１，ＥＳＢ２は、第１ないし第ｎスイッ
チ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎを制御する制御信号Ｓ１，Ｓ２，～，Ｓｎと反対の位相関係
を有する。
【００６４】
　即ち、入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎの電圧レベルが急激に変われば、第１な
いし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが非活性化され、第１ないし第２プリチャー
ジスイッチ部ＥＳＷ１，ＥＳＷ２が活性化される。それにより、第１電圧ＥＸＶ１及び第
２電圧ＥＸＶ２は、各々第１及び第２シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２に印加
されて第１及び第２シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を一定の電圧レベルにす
る。
【００６５】
　第１プリチャージ電圧発生部５１０は、第１プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１と第１シ
ェアーラインＳＨＡＲＥ１との第１ノードＮ１に所定の第１外部電圧ＥＸＩＮ１が印加さ
れる。第１外部電圧ＥＸＩＮ１は、第１シェアーラインを充電するための一定したレベル
の電圧であって、外部から印加される。第１サブ電圧発生装置５２０及び第１プリチャー
ジスイッチ部ＥＳＷ１を用いない場合に、第１シェアーラインＳＨＡＲＥ１を一定の電圧
レベルにするために第１外部電圧ＥＸＩＮ１を印加する。第１サブ電圧発生装置５２０及
び第１プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１を用いる場合には、第１ノードＮ１をフローティ
ングさせる。第１外部電圧ＥＸＩＮ１を用いる方法は、第１電圧ＥＸＶ１の電圧レベルを
固定させた場合と同一な効果を生じる。
【００６６】
　同様に、第２プリチャージ電圧発生部５３０は、第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ２
と第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２との第２ノードＮ２に所定の第２外部電圧ＥＸＩＮ２
が印加される。第２外部電圧ＥＸＩＮ２は、第２シェアーラインを充電するための一定し
たレベルの電圧であって、外部から印加される。第２サブ電圧発生装置５４０及び第２プ
リチャージスイッチ部ＥＳＷ２を用いない場合に、第２シェアーラインＳＨＡＲＥ２を一
定の電圧レベルにするために第２外部電圧ＥＸＩＮ２を印加する。第２サブ電圧発生装置
５４０及び第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ２を用いる場合には、第２ノードＮ２をフ
ローティングさせる。第２外部電圧ＥＸＩＮを用いる方法は、第２電圧ＥＸＶ２の電圧レ
ベルを固定させた場合と同一の効果を生じる。
【００６７】
　以下で回路の動作を説明する。先ず、第１電圧ＥＸＶ１と第２電圧ＥＸＶ２とを用いて
シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２を充電する場合について説明する。一定した
レベルの電圧を有する第１ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎが印加され
、第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが接続される。この際、第１ないし
第ｎサブスイッチ部ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎ及び第１及び第２プリチャージスイッ
チ部ＥＳＷ１，ＥＳＷ２は、非活性化され、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２とは、フロ
ーティングされている状態である。それにより、第１ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮ
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Ｐ２～ＩＮＰｎは、第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎの電圧とし
てパネル（図示せず）に印加される。
【００６８】
　入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎの電圧レベルが急激に変わって第１ないし第ｎ
スイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが非活性化されると、第１ないし第ｎサブスイッチ部
ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎが活性化される。第１ノードＮ１及び第２ノードＮ２がフ
ローティングされたままの状態で、第１及び第２プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１，ＥＳ
Ｗ２が活性化されれば第１電圧ＥＸＶ１及び第２電圧ＥＸＶ２が各々第１及び第２シェア
ーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２に印加される。
【００６９】
　この際、図３に示されたようなパネル３００が第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，Ｏ
ＵＴ２～ＯＵＴｎに一つずつ接続されているため、第１及び第２シェアーラインＳＨＡＲ
Ｅ１，ＳＨＡＲＥ２の一定の電圧レベルが第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，ＯＵＴ２
～ＯＵＴｎに接続されたパネルに印加されてパネルのキャパシタが充電または放電される
。
【００７０】
　その後、再び第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが活性化され第１ない
し第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎが第１ないし第ｎ電圧出力部ＯＵＴ１，Ｏ
ＵＴ２～ＯＵＴｎにおける電圧として出力されてパネルに印加される。それにより、第１
ないし第ｎ入力電圧ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎは、パネルのキャパシタに既に一定し
たレベルに貯蔵されている電圧に合流する。従ってキャパシタの電圧が０Ｖから一定の電
圧まで立ち上がらなければならない場合に比べて、キャパシタの電圧は、キャパシタに既
に存在する一定したレベルの電圧の助けを借りてより早く必要な電圧レベルまで立ち上が
る。即ち、キャパシタの電圧は、少ない電流と早い時間（早いスルーレート）で必要な電
圧レベルまで立ち上がることができる。
【００７１】
　第１外部電圧ＥＸＩＮ１及び第２外部電圧ＥＸＩＮ２を用いてシェアーラインＳＨＡＲ
Ｅ１，ＳＨＡＲＥ２を充電する場合を説明する。
【００７２】
　この場合、第１プリチャージスイッチ部ＥＳＷ１及び第２プリチャージスイッチ部ＥＳ
Ｗ２は、常に非活性化されている。第１ないし第ｎスイッチ部ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎが
非活性化される際に、第１外部電圧ＥＸＩＮ１及び第２外部電圧ＥＸＩＮ２が各々第１ノ
ードＮ１及び第２ノードＮ２に印加され、シェアーラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２の
電圧レベルが第１外部電圧ＥＸＩＮ１及び第２外部電圧ＥＸＩＮ２の電圧レベルに引き上
げられるか、あるいは引き下げられる。それにより、前述したような動作によりシェアー
ラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２の電圧がパネル（図示せず）のトランジスタに印加さ
れてトランジスタが一定の電圧レベルに充電される。
【００７３】
　本発明の第２実施形態によるＴＦＴ型ＬＣＤのソースドライバー出力回路は、シェアー
ラインＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２の電圧レベルを第１外部電圧ＥＸＩＮ１及び第２外部
電圧ＥＸＩＮ２によってのみ調整する回路である。
【００７４】
　図４の電圧発生部４２０が存在しない点を除いては、本発明の第１実施形態によるＴＦ
Ｔ型ＬＣＤのソースドライバー出力回路４００と同様の回路構成を有して同様に動作する
。従って、動作に関する詳細な説明は省略する。
【００７５】
　以上のように、図面と明細書とで最適の実施形態が開示された。ここでは特定の用語が
使用されたが、これは、単に本発明を説明するための目的で使用されたものであり、意味
の限定や特許請求の範囲に記載された本発明の範囲を制限するために使用されたものでは
ない。従って、この技術分野における当業者ならば、これより多様な変形及び均等な他の
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実施形態を実現できるという点を理解できるであろう。従って、本発明の真の技術的保護
範囲は、特許請求の範囲の技術的思想により決められなければならない。
【符号の説明】
【００７６】
４００　ソースドライバーの出力回路
４１０，４１１，４１２，４１３～４１ｎ　第１ないし第ｎ電圧発生装置
４２０　電圧発生部
５１０　第１プリチャージ電圧発生部
５２０　第１サブ電圧発生装置
５３０　第２プリチャージ電圧発生部
５４０　第２サブ電圧発生装置
ＥＳＷ１，ＥＳＷ２　第１及び第２プリチャージスイッチ部
ＥＸＩＮ１，ＥＸＩＮ２　第１及び第２外部電圧
ＥＸＶ１，ＥＸＶ２　第１及び第２電圧
ＥＸＶＳ１，ＥＸＶＳ２　第１及び第２サブ電圧
ＩＮＰ１，ＩＮＰ２～ＩＮＰｎ　第１ないし第ｎ入力電圧
ＩＮＰＳ１，ＩＮＰＳ２～ＩＮＰＳｎ　第１ないし第ｎサブ入力電圧
Ｎ１　第１ノード
ＯＵＴ１，ＯＵＴ２～ＯＵＴｎ　第１ないし第ｎ電圧出力部
ＰＣＶ１，ＰＣＶ２　プリチャージ電圧
Ｓ１　第１制御信号
ＳＢ１　反転第１制御信号
ＳＨＡＲＥ１，ＳＨＡＲＥ２　シェアーライン
ＳＳ１，ＳＳ２～ＳＳｎ　サブ制御信号
ＳＳＢ１，ＳＳＢ２～ＳＳＢｎ　反転サブ制御信号
ＳＷ１，ＳＷ２～ＳＷｎ　第１ないし第ｎスイッチ部
ＳＷＳ１，ＳＷＳ２～ＳＷＳｎ　第１ないし第ｎサブスイッチ部
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